


新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

皆
さ
ま
に
は
、
ご
健
勝
に
て
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
ら
れ

た
こ
と
と
、
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

日
ご
ろ
は
、
市
政
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
格
別
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
の
世
界
経
済
は
、
年
の
初
め
に
は
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー

ン
の
問
題
に
端
を
発
し
、
原
油
の
高
騰
、
各
国
証
券
市
場
で

の
株
価
の
暴
落
で
始
ま
り
、
秋
に
は
米
国
の
大
手
証
券
会
社

の
破
た
ん
に
よ
り
世
界
的
な
金
融
不
安
が
広
が
り
、
百
年
に

一
度
の
大
不
況
、
1
9
2
9
年
以
来
の
恐
慌
が
懸
念
さ
れ
る

な
ど
、
大
き
く
景
気
が
後
退
を
い
た
し
ま
し
た
。 

一
方
、
日
本
経
済
も
こ
う
し
た
世
界
経
済
、
特
に
米
国
で

の
大
幅
の
景
気
後
退
の
影
響
を
受
け
、
輸
出
に
頼
る
東
海
地

方
の
産
業
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。 

世
界
的
な
大
手
自
動
車
メ
ー
カ
ー
も
相
次
ぐ
減
産
計
画
を

発
表
し
、
そ
の
企
業
城
下
町
で
あ
る
各
都
市
で
は
、
平
成
20

年
度
予
算
の
市
税
の
減
額
補
正
を
行
う
と
と
も
に
、
新
年
度

予
算
編
成
も
大
幅
な
税
収
減
に
よ
り
見
直
し
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
と
の
新
聞
報
道
が
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
景
気
動
向
に
最
も
左
右
さ
れ
る

法
人
市
民
税
が
前
年
度
と
比
較
し
て
低
調
に
推
移
を
し
て
お

り
、
最
終
的
に
前
年
度
を
か
な
り
下
回
る
の
で
は
な
い
か
と

懸
念
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

各
国
協
調
し
て
の
金
融
対
策
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
お
け
る

緊
急
経
済
対
策
に
よ
り
、
一
刻
も
早
い
危
機
脱
出
、
景
気
回

復
を
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

こ
う
し
た
大
変
厳
し
い
経
済
環
境
下
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
土
岐
プ
ラ
ズ
マ
・
リ
サ
ー
チ
パ
ー

ク
、
土
岐
ア
ク
ア
シ
ル
ヴ
ァ
、
土
岐
南
テ
ク
ノ
ヒ
ル
ズ
な
ど

に
誘
致
し
た
企
業
が
予
定
通
り
操
業
開
始
、
工
場
建
設
に
着

手
さ
れ
る
中
、
新
た
に
世
界
的
な
工
作
機
械
メ
ー
カ
ー
の
誘

致
が
決
定
す
る
な
ど
、
着
実
に
産
業
の
複
合
化
が
進
み
つ
つ

あ
り
ま
す
。 

そ
し
て
、
主
要
事
業
で
あ
り
ま
す
上
下
水
道
、
道
路
、
河

川
な
ど
の
基
盤
整
備
、
防
災
無
線
更
新
事
業
、
乳
幼
児
医
療

費
助
成
の
拡
大
、
放
課
後
教
室
事
業
の
拡
大
な
ど
の
諸
施
策

を
着
実
に
推
進
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
次
年
度

以
降
の
事
業
化
の
た
め
に
、
新
土
岐
津
線
整
備
事
業
、
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
改
築
事
業
、
五
斗
蒔
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
設
置
事

業
の
実
施
設
計
な
ど
の
準
備
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。 

新
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
国
、
地
方
を
通
し
て
大
変
厳

し
い
財
政
状
況
の
中
、
金
融
不
安
、
景
気
の
後
退
な
ど
先
行

き
は
極
め
て
不
透
明
な
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
急
速
に
進

む
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
な
ど
大
き
な
社
会
の
変
化
に
的

確
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
引
き

続
き
、
地
場
産
業
の
振
興
と
新
規
企
業
の
誘
致
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

主
な
施
策
と
致
し
ま
し
て
は
、
新
し
い
時
代
に
向
け
て
、

新
土
岐
津
線
整
備
事
業
、
五
斗
蒔
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
設
置
事
業
、



学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
改
築
事
業
な
ど
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、

行
財
政
改
革
を
推
進
し
、
市
民
生
活
に
直
結
し
た
保
健
、
福

祉
、
医
療
、
教
育
な
ど
の
諸
施
策
を
着
実
に
推
進
し
て
ま
い

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。 

今
年
も
、
人
に
や
さ
し
い
「
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
い

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
土
岐
市
づ
く
り
」
に
全
力
で
取
り
組

む
所
存
で
あ
り
ま
す
。 

本
年
も
、
皆
さ
ま
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら

お
祈
り
し
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ま
に
は
、
心
新
た
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
 

ア
メ
リ
カ
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
の
問
題
に
端
を
発
し

た
金
融
危
機
が
、
瞬
く
間
に
世
界
に
拡
が
り
、
日
本
に
お
い

て
も
株
安
・
円
高
の
影
響
で
景
気
が
後
退
局
面
と
な
り
、
自

動
車
産
業
を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
製
造
業
の
減
産
な
ど

で
景
気
の
低
下
と
と
も
に
雇
用
不
安
が
増
大
し
、
就
職
内
定

の
取
り
消
し
を
す
る
企
業
も
現
れ
て
い
ま
す
。
 

地
場
産
業
の
陶
磁
器
に
お
き
ま
し
て
も
、
安
価
な
海
外
製

品
に
よ
る
打
撃
が
収
ま
ら
な
い
中
、
さ
ら
な
る
円
高
の
影
響

で
ま
す
ま
す
不
況
感
が
深
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
 

土
岐
市
の
財
政
は
、
総
務
省
よ
り
新
し
い
財
政
健
全
化
判

断
指
標
が
発
表
さ
れ
、
実
質
公
債
費
比
率
は
13
・
8
％
で
県

下
21
市
中
14
番
目
（
18
年
度
は
20
番
目
）
、
将
来
負
担
比
率

は
26
・
7
％
で
県
下
6
番
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
の

数
値
も
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
（
警
告
段
階
）
、
レ
ッ
ド

カ
ー
ド
（
財
政
破
た
ん
）
の
段
階
数
値
を
下
回
っ
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
数
値
は
、
こ
の
先

多
額
の
借
り
入
れ
や
基
金
（
貯
金
）
の
取
り
崩
し
を

し
な
い
と
い
う
前
提
が
あ
り
ま
す
。
 

今
後
は
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
五
斗
蒔
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
の
建
設
、
駅
前
新
土
岐
津
線
の
拡
幅
工
事
、
総
合
病

院
の
経
営
改
善
と
将
来
展
望
、
公
共
施
設
の
耐
震
工
事
な
ど

大
規
模
事
業
が
、
め
じ
ろ
押
し
で
あ
り
、
財
政
指
数
を
注
視

す
る
と
と
も
に
、
議
会
と
し
て
も
厳
正
な
チ
ェ
ッ
ク
の
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

ア
メ
リ
カ
国
民
は
、
自
分
た
ち
の
手
で
建
国
し
て
き
た
と

い
う
自
負
と
歴
史
が
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
は
、
市
民

が
時
の
権
力
に
立
ち
向
か
い
、
市
民
改
革
を
勝
ち
取
っ
た
と

い
う
史
実
が
あ
り
ま
す
。
良
い
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
の
は
、

自
分
た
ち
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
非
常
に
高
い
と
思
わ
れ
ま

す
。
一
方
わ
が
国
で
は
、
市
民
革
命
が
起
き
た
歴
史
が
な
く
、

戦
後
の
高
度
成
長
期
に
は
、
国
民
は
懸
命
に
働
き
、
経
済
力

の
向
上
を
果
た
し
、
先
進
国
に
名
を
連
ね
る
ま
で
に
な
り
ま

し
た
。
そ
う
し
た
状
況
の
中
、
政
治
や
行
政
へ
の
か
か
わ
り

に
つ
い
て
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
へ
の
依
存
心
が
欧
米
に

比
べ
て
強
い
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
時
代
の
変

革
と
と
も
に
信
頼
感
が
希
薄
に
な
り
、
不
平
不
満
が
強
い
口

調
で
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
う
か
と

い
っ
て
自
分
た
ち
で
行
動
す
る
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
政
治

や
行
政
の
責
任
だ
か
ら
と
い
っ
て
な
か
な
か
動
こ
う
と
し
な

い
。
そ
ん
な
風
潮
が
あ
り
ま
す
。
 

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
人
口
減
少
時
代
、
超
高
齢
社
会
と

財
政
難
と
い
う
課
題
を
抱
え
て
い
る
現
在
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
増
税
や
受
益
者
負
担
の
原
則
を
受

け
入
れ
る
の
か
、
税
負
担
が
重
く
な
る
よ
り
も
自
分
た
ち
で

頑
張
っ
て
い
く
の
か
の
選
択
が
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

自
分
で
も
行
動
は
し
な
い
し
、
税
金
も
納
め
た
く
な
い
と

い
う
人
も
中
に
は
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
急
速
に

進
む
少
子
高
齢
化
社
会
や
今
後
の
経
済
発
展
見
通
し
で
は
、

い
ず
れ
社
会
が
行
き
詰
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
 

自
ら
汗
を
流
し
、
税
金
も
納
め
る
と
力
強
く
言
っ
て
い
た

だ
け
る
市
民
の
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
積
極
的
に
行
う
人
や

寄
付
を
し
て
い
た
だ
け
る
人
が
増
え
る
な
ど
、
多
く
の
市
民

の
方
々
の
前
向
き
な
思
い
、
積
極
的
な
行
動
を
起
こ
し
て
い

た
だ
く
こ
と
こ
そ
が
、
地
域
を
発
展
さ
せ
る
要
素
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
 

私
ど
も
市
議
会
も
そ
ん
な
意
識
を
常
に
持
ち
な
が
ら
、
土

岐
市
民
の
誰
も
が
、
安
全
で
安
心
し
て
住
め
る
町
に
な
る
よ

う
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
 

最
後
に
、
本
年
が
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
良
い
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
に
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
念
頭
の

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
 







市
と
市
教
育
委
員
会
で
は
、
2

月
15
日（
日
）に
開
催
す
る
「
第
47

回
土
岐
市
一
周
駅
伝
大
会
」
の
参

加
チ
ー
ム
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

駅
前
通
り
を
ス
タ
ー
ト
地
点
に
、

ゴ
ー
ル
の
市
役
所
を
目
指
し
て
、

初
春
の
土
岐
市
を
一
周
す
る
伝
統

の
大
会
で
す
。
多
数
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

な
お
、
今
回
コ
ー
ス
に
一
部
変

更
が
あ
り
ま
す
。
（
下
図
参
照
）
 

  2
月
15
日（
日
）午
前
10
時
ス
タ

ー
ト
（
雨
天
決
行
）
 

▽
開
会
式
＝
午
前
9
時
15
分
か
ら

文
化
プ
ラ
ザ
・
ル
ナ
ホ
ー
ル
で

開
催
 

▽
閉
会
式
＝
競
技
終
了
後
、同
ホ
ー

ル
で
開
催
 

  
①
一
般
の
部
＝
市
内
在
住
者
で
編

成
（
高
校
生
以
上
、
女
性
混
合

も
可
）
 

②
高
校
の
部
＝
市
内
の
高
校
単
位

ま
た
は
市
内
在
住
者
の
市
外
高

校
単
位
で
編
成
 

③
事
業
所
の
部
＝
市
内
の
同
一
事

業
所
に
勤
務
す
る
方
で
編
成
 

④
中
学
の
部
＝
市
内
の
同
一
中
学

校
単
位
で
編
成
 

⑤
女
子
の
部
＝
市
内
の
高
校
・
中

学
校
単
位
ま
た
は
市
内
在
住
・

在
勤
の
女
子
で
編
成
（
高
校
生

以
上
の
参
加
も
可
）
 

※
こ
れ
以
外
の
チ
ー
ム
は
オ
ー
プ

ン
参
加
と
な
り
ま
す
。
 

  下
表
 

  監
督
1
人
・
選
手
10
人
（
8
区

間
）
 

  一
般
お
よ
び
事
業
所
の
部
は
、

1
チ
ー
ム
4
千
円
、
高
校
・
中
学

お
よ
び
女
子
の
部
は
、
1
チ
ー
ム

3
千
円
 

  1
月
20
日（
火
）（
必
着
）
ま
で

に
、
参
加
費
を
添
え
て
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

詳
し
く
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課（
内
線
2
7
6
）へ
ど
う
ぞ
。
 



平
成
21
年
1
月
1
日
現
在
、
市

内
に
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る

方
は
、
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
 

申
告
期
限
は
、
2
月
2
日（
月
）

で
す
。
税
務
課
資
産
税
係
へ
郵
送

ま
た
は
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

   法
人
や
個
人
で
事
業
を
営
む
方

が
、
事
業
の
た
め
に
使
用
し
て
い

る
有
形
固
定
資
産
で
、
構
築
物

（
看
板
、
舗
装
な
ど
）、
機
械
・

装
置
、
運
搬
具
、
備
品
な
ど
を
指

し
ま
す
。
ま
た
、
税
務
会
計
上
、

減
価
償
却
の
対
象
と
な
る
資
産
が

償
却
資
産
で
す
。
た
だ
し
、
自
動

車
税
・
軽
自
動
車
税
の
対
象
と
な

る
資
産
や
、
営
業
権
・
特
許
権
な

ど
の
無
形
固
定
資
産
を
除
き
ま
す
。
 

   こ
れ
ま
で
、
償
却
資
産
の
価
格

は
、
評
価
額
と
帳
簿
価
額
を
比
較

し
て
い
ず
れ
か
高
い
方
を
決
定
価

格
と
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

地
方
税
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
平
成
20
年
度
か
ら

評
価
額
が
決
定
価
格
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
償
却
資
産

申
告
書
の
様
式
も
帳
簿
価
額
欄
が

削
除
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
電
子
申

告
に
よ
り
申
告
さ
れ
る
方
は
、
帳

簿
価
額
の
計
算
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
 

ま
た
、
平
成
20
年
度
税
制
改
正

に
お
い
て
、
償
却
資
産
の
一
部
で

耐
用
年
数
の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
21
年

度
か
ら
償
却
資
産
の
評
価
額
計
算

に
は
、
新
耐
用
年
数
が
適
用
さ
れ

ま
す
。
な
お
、
耐
用
年
数
の
見
直

し
が
行
わ
れ
た
資
産
の
範
囲
と
新

旧
耐
用
年
数
表
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
税
務
課
資
産
税
係
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で
、
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

   前
年
度
も
申
告
を
さ
れ
た
方
は

増
減
資
産
と
耐
用
年
数
の
改
正
さ

れ
た
資
産
の
申
告
を
、
新
規
で
申

告
さ
れ
る
方
は
、
全
資
産
の
申
告

を
所
定
の
用
紙
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
 

詳
し
く
は
、
税
務
課
資
産
税

係（
内
線
1
7
6
〜
1
7
9
）へ
。
 

詳
し
く
は
、
環
境
課
（
内
線

2
5
1
）
へ
ど
う
ぞ
。
 

土
岐
市
レ
ジ
袋
有
料
化
推
進
協

議
会
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
と

ご
み
の
減
量
を
目
的
と
し
て
10
月

１
日
か
ら
レ
ジ
袋
の
無
料
配
布
中

止
・
有
料
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
 

「
無
駄
な
も
の
は
も
ら
わ
な
い
、

家
庭
に
持
ち
込
ま
な
い
」
た
め
に

も
、
お
買
い
物
の
際
に
は
、
「
マ

イ
バ
ッ
グ
」
を
持
参
す
る
こ
と
は
、

誰
も
が
で
き
る
環
境
保
全
運
動
で

す
。
 

こ
の
豊
か
な
土
岐
市
の
自
然
環

境
を
、
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め

に
も
、
ぜ
ひ
実
践
し
ま
し
ょ
う
。
 

「
東
濃
地
域
に
お
け
る
レ
ジ
袋

大
幅
削
減
に
向
け
た
取
組
み
に
関

す
る
協
定
書
」
で
は
、
レ
ジ
袋
の

辞
退
率
80
％
以
上
の
達
成
を
目
標

に
し
て
い
ま
す
が
、
10
月
の
集
計

で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
、
事
業
者

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
の

下
、
約
90
％
の
辞
退
率
を
達
成
で

き
ま
し
た
。
 

今
後
さ
ら
に
こ
の
運
動
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
趣
旨
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
 



平
成
21
年
度
（
平
成
21
年
4
月

か
ら
）
に
保
育
園
の
入
園
を
希
望

さ
れ
る
方
を
対
象
に
、
左
表
の
日

程
で
、
入
園
申
し
込
み
の
受
け
付

け
（
面
接
）
を
行
い
ま
す
の
で
、

申
込
書
と
必
要
書
類
を
お
持
ち
の

上
、
お
子
さ
ん
同
伴
で
ご
来
園
く

だ
さ
い
。 

な
お
、
申
込
書
な
ど
は
以
前
に

入
園
希
望
調
査
票
を
提
出
し
て
い

た
だ
い
た
方
に
、
事
前
に
お
送
り

し
て
あ
り
ま
す
が
、
入
園
希
望
調

査
票
を
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方
や
、

提
出
さ
れ
て
も
申
込
書
が
届
い
て

い
な
い
方
は
、
児
童
課
ま
た
は
各

保
育
園
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

◆
対
象
　
▽
母
子
家
庭
の
母
親

▽
父
母
の
い
な
い
20
歳
未
満
の
児

童
　
な
ど 

◆
申
し
込
み
　
▽
就
学
支
度
金

（
一
時
金
）は
、
就
学
後
に
は
申
し

込
み
が
で
き
ま
せ
ん
。
　
▽
修
学

資
金
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
が
、
5
月
以
降
の
申
し
込
み
は
、

貸
付
金
額
が
減
額
と
な
り
ま
す
。 

◆
申
込
先
　
児
童
課 

◆
貸
付
金
の
初
回
交
付
予
定
日
　

申
し
込
み
を
さ
れ
た
月
の
翌
々
月

の
下
旬
（
た
だ
し
、
3
月
中
旬
ま

で
に
申
し
込
み
の
修
学
資
金
に
つ

い
て
は
、
5
月
下
旬
と
な
り
ま
す
） 

◆
そ
の
他
　
▽
貸
付
制
度
に
は
、

他
に
12
種
類
の
貸
付
金
が
あ
り
ま

す
。
　
▽
貸
し
付
け
に
は
、
連
帯

保
証
人
が
必
要
と
な
る
な
ど
の
条

件
や
審
査
が
あ
り
ま
す
。 



皆さんのパソコンには、ウイルス対策ソフトは導入
されていますか？このソフトは、インターネットやＵ
ＳＢメモリなどを通じて感染するコンピュータウイル
スからパソコンを守るとても重要なものです。 
しかし、「わが家は、ウイルス対策ソフトを入れて

いるから大丈夫！！」と安心していませんか？ 
●ウイルス定義ファイルは常に最新の状態に！！ 
ウイルス対策ソフト（ワクチンソフトとも呼びます）
は、ウイルス定義ファイルを使用してコンピュータウ
イルスに対する感染防御を行っています。ウイルス定
義ファイルには、既に見つかっている数多くの種類の
ウイルスの情報が記録されています。しかし、新種の
ウイルスが登場した場合、古いウイルス定義ファイル
には情報がないため、そのまま放っておくとウイルス
に感染してしまうことがあります。ウイルス対策ソフ
トを有効に活用するためには、ウイルス定義ファイル
を常に最新のものにしておかなければいけません。 
●ウイルス定義ファイルを自動更新に！ 
最新のウイルス定義ファイルをパソコン内に取り入

れる（アップデート）には、ウイルス対策ソフトの設
定画面（メイン画面）から手動でも行えますが、随時
更新を行なう自動更新の機能を利用することをお勧め
します。 
●定義ファイルの更新ができない！？ 
パソコンを購入した際に、あらかじめウイルス対策
ソフトが導入されている場合があります。これは「○
○日間のお試し」の試用版です。この試用期間内であ
ればウイルス定義ファイルも更新できますが、期限が
切れると更新はできません。いずれにしてもこの状態
では危険ですので、できるだけ早く製品版を購入して
ウイルス定義ファイルの更新をするようにしましょう。
なお、試用版の期限切れから一定期間を過ぎますと利
用できなくなる場合もありますので注意が必要です。 
ウイルスに感染すると、大切なファイルが使用でき
なくなったり、最悪の場合、パソコンそのものが起動
しなくなってしまうことがあります。パソコンを安心
して利用するために、ウイルス対策ソフトの導入とウ
イルス定義ファイルの管理を行うようにしましょう。 
 
情報処理推進機構の情報セキュリティサイト 
http://www.ipa.go.jp/security/personal/index.html 

新年明けましておめでとうございます。 
昨年は、数多くの事件・事故を「事件メモ」として

紹介しましたが、今年は、そうした犯罪が少しでも減
少するよう、より一層のパトロール強化を図るなどの
活動を行ってまいります。 
安全・安心な町づくりのため、皆さんのご理解とご

協力をよろしくお願いします。 
 
 
シートベルト着用について交通の教則が改正！ 
妊娠中の方も、シートベルトを正しく着用すること

によって、交通事故に遭った際の被害から、母体と胎児
を守ることができるという日本産科婦人科学会などの
見解もあり、着用を促進するよう教則が改正されました。 
ただし、着用することが健康保持上適当でない場合

は、着用しなくてもよいこととされていますので、医
師に確認するようにしましょう。 
※妊娠中の方の正しいシートベルト着用方法 
・シートの背は倒さず、シートに深く腰掛ける！ 
・腰ベルトは腹部を避けて、腰骨の低い位置で！ 
・肩ベルトは肩から胸の間を通し、腹部は避ける！ 

「110番」の歴史は、昭和23年10月1日からです。
当初は、東京、大阪、名古屋など8大都市のみでの運
用で、当時は110番以外の番号も使用されていまし
たが、昭和29年7月1日に統一されました。 
「110番」の理由は、みんなに覚えやすい3けた
の番号で、当時のダイヤル式の電話で早くダイヤルで
きる「1」を2つ並べた次に、最も間違いが少なく覚
えやすい「0」とした、といわれています。 
緊急でない警察署への要望や相談などは、最寄りの
警察署・交番・駐在所、もしくは、警察安全相談「♯
9110」または「058－272－9110」におかけ
ください。 
また、聴覚や言語障がいのある方は、メール（アド
レス：gi fu@g i fu110 . jp）をご活用ください。
なお、このメールは、犯人の写真画像などの添付ファ
イルも送信できる通報用メールです。 



本
紙
11
月
1
日
号
の
こ
の
コ
ラ
ム
欄
で

紹
介
の
『
土
岐
市
男
女
共
同
参
画
推
進
講

座
』
の
一
つ
と
し
て
、
海
津
市
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
女
と
男
の
は
ぁ
も
に

ぃ
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
女
と
男
と
で
支
え
る
家

族
と
社
会
」
〜
人
的
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

を
崩
壊
さ
せ
な
い
た
め
に
〜
と
題
し
た
、

家
族
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
･
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の

宮
本
ま
き
子
氏
に
よ
る
講
演
会（
岐
阜
県
・

海
津
市
主
催
）
に
参
加
し
ま
し
た
。
 

「
人
の
生
き
る
目
的
は
、
ヒ
ト
と
の
交

流
で
あ
る
。
人
に
は
、
絶
対
に
逃
げ
な
い

相
手
が
必
要
で
あ
り
、
家
族
と
は
、
安
心

し
て
モ
メ
ら
れ
る
相
手
で
あ
る
こ
と
、
モ

メ
事
に
よ
っ
て
さ
ら
に
親
密
な
関
係
を
築

く
こ
と
が
で
き
る
」
と
宮
本
氏
は
話
さ
れ

ま
し
た
。
 

さ
ら
に
、
現
代
の
日
本
の
家
族
の
問
題

と
し
て
、
一
つ
の
家
族
の
人
数
が
減
少
し

た
た
め
、
解
決
の
た
め
の
話
し
合
い
や
、

共
感
の
た
め
の
お
し
ゃ
べ
り
が
苦
手
に
な

り
、
家
族
の
中
で
お
互
い
に
ス
ト
レ
ス
を

回
避
し
て
モ
メ
な
い
家
族
（
＝
他
人
に
見

せ
る
た
め
の
飾
り
物
の
よ
う
な
家
族
）
に

な
っ
て
は
い
ま
せ
ん
か
？
と
問
い
掛
け
ら

れ
ま
し
た
。
 

確
か
に
、
今
は
社
会
全
体
も
大
人
も
子

ど
も
た
ち
も
家
族
全
員
が
忙
し
く
、
宮
本

氏
が
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
特
に
女
性
は
、

„
歩
く
コ
ン
ビ
ニ
“
状
態
で
、
何
も
か
も

す
べ
て
家
庭
に
必
要
な
物
を
把
握
し
て
、

理
解
し
て
、
調
達
し
な
け
れ
ば
と
、
疲
れ

が
積
み
重
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
で
も
人
間
は
自
分
が
幸
せ
で
な

け
れ
ば
自
分
以
外
の
ヒ
ト
を
幸
せ
に
は
な

か
な
か
で
き
な
い
も
の
で
す
。
 

先
月
全
戸
配
布
し
ま
し
た
、
土
岐
市
男

女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
市
民
意
識
調
査
報
告

書
（
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
）
の
中
で
「
男
女

平
等
・
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
の
話
し

合
い
」
を
し
た
こ
と
の
な
い
人
が
半
数
以

上
あ
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
 

家
族
が
一
堂
に
集
ま
る
こ
の
年
末
年
始
、

普
段
よ
り
少
し
だ
け
話
す
時
間
を
つ
く
り
、

家
族
の
き
ず
な
を
深
め
る
良
い
機
会
と
さ

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
 

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
以
下
住

基
カ
ー
ド
）
と
は
、
本
人
確
認
な
ど

に
活
用
で
き
る
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
こ
と

で
す
。
 住

基
カ
ー
ド
の
様
式
は
？
 

①
顔
写
真
な
し
で
氏
名
の
み
記

載
　
②
顔
写
真
付
き
で
氏
名
・
生

年
月
日
・
性
別
・
住
所
記
載
の
2

種
類
の
様
式
が
あ
り
ま
す
。
②
は

運
転
免
許
証
な
ど
と
同
様
に
公
的

な
身
分
証
明
書
（
顔
写
真
付
き
の

本
人
確
認
書
類
）
と
し
て
利
用
で

き
ま
す
。
 

申
請
方
法
は
？
 

申
請
者
本
人
が
印
鑑
と
顔
写
真

付
き
の
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許

証
な
ど
）
を
持
参
の
上
、
窓
口
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
（
即
日
交
付
）。

顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書
を
お

持
ち
で
な
い
方
は
、
申
請
後
郵
送

で
照
会
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

照
会
書
と
身
分
証
明
書
（
健
康
保

険
証
な
ど
）
を
持
参
し
再
度
来
庁

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
に
住
基

カ
ー
ド
を
交
付
し
ま
す
。
 

ま
た
、顔
写
真
付
き
の
住
基
カ
ー

ド
を
申
請
さ
れ
る
方
は
、
申
請
時

に
写
真
（
申
請
前
6
カ
月
以
内
に

撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、
無
背
景

の
縦
4
・
5
　
横
3
・
5
cm
）が

1
枚
必
要
で
す
。
発
行
手
数
料
は

5
0
0
円
で
す
。
 

な
お
、
申
請
で
き
る
の
は
、
土

岐
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
日
本
国

籍
の
方
で
す
。
一
人
1
枚
の
交
付

で
、
申
請
・
交
付
は
、
土
岐
市
役

所
で
平
日
の
み
と
な
り
ま
す
。
 

有
効
期
間
は
？
 

住
基
カ
ー
ド
の
有
効
期
間
は
申

請
し
た
日
か
ら
10
年
間
で
す
。
た

だ
し
、
土
岐
市
外
へ
引
越
し
を
す

る
と
失
効
し
ま
す
の
で
、
土
岐
市

役
所
へ
住
基
カ
ー
ド
を
返
納
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
有
効
期
間
満

了
日
の
3
カ
月
前
か
ら
更
新
手
続

き
が
で
き
ま
す
。
 

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
電
子
申
告

（
ｅ
　
―
　

Ｔ
ａ
ｘ
）
や
電
子
申
請
を

す
る
方
は
、
住
基
カ
ー
ド
が
必
要

で
す
。
 

ひ
と
 

ひ
と
 

ひ
と
 

ひ
と
 



土
岐
津
中
学
校
で
は
、
生
徒
が
社
会
に

出
て
力
強
く
生
き
る
力
の
育
成
に
力
を
注

い
で
い
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
呼
ば
れ
、

職
業
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
、
働
く
意
義
と

目
的
に
つ
い
て
、
話
を
聞
い
た
り
し
て
い

ま
す
。
 

そ
の
中
で
、
2
年
生
が
行
っ
て
い
る

「
職
場
体
験
学
習
」
は
4
日
間
行
い
、
実

体
験
を
通
し
て
、
職
業
や
将
来
の
生
き
方

に
つ
い
て
、
学
ぶ
機
会
に
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
11
月
11
日（
火
）〜
14
日（
金
）ま
で
、

土
岐
市
は
も
ち
ろ
ん
多
治
見
市
、
瑞
浪
市

を
含
め
た
40
カ
所
の
事
業
所
で
実
施
し
ま

し
た
。
職
種
も
小
売
店
か
ら
製
造
業
、
サ
ー

ビ
ス
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
、
中
に
は
一
人

で
体
験
を
行
う
生
徒
も
い
ま
し
た
。
 

体
験
の
中
で
生
徒
た
ち
は
、
「
事
業
所

の
方
た
ち
は
と
て
も
真
剣
で
、
し
か
も
仕

事
中
は
仕
事
に
関
係
す
る
こ
と
し
か
話
し

て
い
な
か
っ
た
。
で
も
働
い
て
い
る
時
の

顔
と
仕
事
が
終
わ
っ
た
と
き
の
顔
は
、
全

然
違
っ
て
い
た
」
「
仕
事
は
厳
し
い
！
で

も
達
成
し
た
と
き
は
、
厳
し
さ
に
勝
る
楽

し
さ
も
あ
る
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
商
品
を
販
売
す
る
体
験
を
し

た
生
徒
は
、
「
物
を
売
る
だ
け
が
仕
事
で

は
な
い
。
お
客
さ
ま
と
の
会
話
が
重
要
に

な
っ
て
く
る
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深
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活
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き
方
に
つ
な
が
り
、
今

度
は
恩
返
し
で
き
る
時
が
来
る
こ
と
を
願
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て
い
ま
す
。
 



10～12月にかけて、市内の小学校で「給食がどんなふうに
作られるのか知ろう」、「野菜のひみつを探してみよう」、「食
べ物のはたらきにはどんなものがあるのか見つけてみよう」
などの授業をしました。 
「給食がどんなふうに作られているか知ろう」では、栄養
士から献立の工夫や調理の苦労、実際の調理風景などを伝え
ました。 

給食センターと学校が離れて
いることもあり、自分の食べ
ている給食がどんな風に作ら
れ、どんな願いがあるのか知
る機会が少なくなっています。
学校給食について知ってもら
い、食に対する興味、関心を
高めてもらえたらと願ってい
ます。 

　1　月24～30日は、全国学校給食週間です。学校給食の意義や役割
を伝え、食に対する興味や関心を高め、自分の食生活を見直しても
らおうと、給食週間にちなんだメニューを給食に出しています。 
今回は、郷土料理の「五目ごはん」を紹介します。 



 
 
市民 
 
 

　1　月23日（金）  
 
　1　月26日（月） 
 
 
　1　月28日（水） 
 
 
 

　1　月26日（月）  
 
 
 
　1　月23日（金） 
 
 
　1　月27日（火） 
 

午前10時～11時30分  
 
午前10時～11時30分 
午後　1　時30分～　3　時 
 
午後　1　時～　3　時30分 
 
 
午後　1　時15分～　2　時 
 
 
午後　1　時15分～　2　時30分 
 
 
 

午後　1　時～　2　時30分 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
保健センター 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
東濃保健所 
 

相談員：保健師・管理栄養士 
みそ汁の塩分測定を希望の
方は、当日朝の、みそ汁を
50ml程お持ちください。  
定　員：20人（先着順） 
先着10人まで託児可能 
締め切り：　1　月26日（月） 

血圧測定 
尿検査など 
 
歯の健診・相談 
歯みがき指導  
 

要予約 
東濃保健所（　○23 1111・内
線362）または保健センター 

 
 
　1　月12日（月・祝） 

 
 
午前　9　時～午後　3　時 

水野歯科医院
泉町大富224－
10 
　○55 1015

 
受診される際は、医療機関
へお問い合わせの上、お出
掛けください。 

乳幼児の保護者  
 
市民 
 

　4　カ月健診を受けられ
たお子さんの保護者  
 
 

市民  
 
 
 

不眠・ふさぎ込む・怒
りっぽい・認知症など
でお悩みの方  
 
 
平成20年　1　月以前に生
まれた　2　歳未満のお子
さん 
 
 
 
 
平成20年　9　月以前に生
まれた　7　歳半未満のお
子さん 
 
 
 

※個別予防接種の申し込みは、保健センターへFAX（○53　0095・送信後の電話確認をお願いします）または市のホームページからお申し込みく
ださい。 

※接種は　2　月からですが、　1　月26日（月）以降に申し込みされた医療機関で、接種日時を予約の上、接種してください。 
※接種前には、市が配布した「予防接種と子どもの健康」をよく読み、予診票に必要事項を記載し、母子健康手帳を持ってお出掛けください。 

①麻しん、風しん両方にかかったことがないお子さんは、接種の対象になります。 
②麻しん、風しんのいずれかにかかったことがあるお子さんは、接種の対象になります。 
③麻しん、風しん両方にかかったことがあるお子さんは、接種はできません。 
該当するお子さんは、　1　月15日（木）までに保健センターへお申し込みください。 

①平成20年　9　月生まれのお子さんは、保健センターで実施するＢＣＧ予防接種時に申
し込みの受け付けをします。 

②平成20年　8　月以前に生まれた　7　歳半未満のお子さんで、　3　種混合予防接種を　3　回接
種したことがなく、今までに申し込みをされていない場合は、　1　月15日（木）まで
に保健センターへお申し込みください。 

③平成20年　1　月までに　3　種混合予防接種（初回）を　3　回接種終了されているお子さん
は、追加接種を　1　月15日（木）までに保健センターへお申し込みください。 

※百日せきと診断されたことがある場合は、保健センターへご相談ください。 

皆さん体を動かしていますか？適切な運動は、肥満や生活習慣病の予防・改善、ストレスの解消に効果があります。 
運動が体にいいということを知っている方は多いと思いますが、実際に運動をしている方は少ないのではないでしょ

うか？ 
そこで、楽しく体を動かし、運動を始めるきっかけとして、この教室に参加してみませんか？ 



◆日時　　2　月22日（日）　①甲種・乙種
第　4　類＝午前10時～　②第　4　類以外の
乙種・丙種＝午後　1　時30分～ 
◆場所　多治見工業高等学校 
◆申し込み　　1　月　7　日（水）～16日（金）
に、市消防本部または南消防署に備え
付けの願書に必要事項を記入の上、お
申し込みください。 
詳しくは、市消防本部へどうぞ。 
 
 
 
 
本展では、色彩的なバリエーション

をもつ織部製品のほか、他産地の焼き
物の意匠を取り入れた美濃伊賀・美濃
唐津を紹介します。 
◆会期　　2　月22日（日）まで 
◆場所　美濃陶磁歴史館 
◆入館料　　大人　200円　　大学・高
校生　100円　　中学生以下無料 
※20人以上の団体は、割引制度有り 
◆会期中の休館日　毎週月曜日（　1　月
12日は除く）、　1　月13日（火）、　2　月12
日（木） 
◆開館時間　午前10時～午後　4　時30分
（入館は、午後　4　時まで） 
詳しくは、美濃陶磁歴史館へどうぞ。 
 
 
 
 
中小企業退職金共済制度は、中小企

業で働く従業員のための外部積立型の
国の退職金制度です。 
◆制度の特色　　国の制度なので安全・
確実・有利　　掛け金の一部を国が助
成　　掛け金は、税法上全額非課税
　毎月の掛け金は口座振替　　適格退
職年金制度からの移行先となっている
　パートタイマーも加入可能　など 
◆加入の手続き　所定の申込用紙に必
要事項を記入の上、お近くの金融機関へ。 
詳しくは、中小企業退職金共済事業

本部（　03-3436-0151）へどうぞ。 

◆日時　　1　月29日（木）午後　1　時～　4　時 
◆会場　東濃西部総合庁舎 
◆対応　司法書士、消費生活相談員 
◆相談方法　面接（30分予約制） 
◆定員　12人（先着順） 
◆相談料　無料　※秘密厳守 
※予約は、　1　月22日（木）の午前　8　時30
分から電話で受け付けます。 
詳しくは、県環境生活政策課（　 
058-272-8204）へどうぞ。 
 
 
 
 
 
 
近年、河川への油流出事故が多く発
生しています。流出した油は側溝や水
路を通り川に流れます。川の水が汚染
されると魚をはじめとする水生生物に
影響があるほか、農業や工場、水道など
の川の水を利用しているたくさんの人
々に迷惑を掛けます。水質事故防止の
ために、次のことに注意してください。 
　油を側溝、水路、河川に捨てない
　暖房器具などへの給油時には、その
場を離れない　　燃料タンクや配管の
定期的な点検をする　　油が川に流れ
たり、流れているのを発見した場合に
は、直ちに市役所や消防署へ連絡する 
※川に油が流出した場合には、オイル
フェンス、オイル吸着マットの敷設に
多額の費用が掛かり、その費用は油を
流した人の負担となります。 
詳しくは、環境課へどうぞ。 
 
 
次の方からご寄付をいただきました。

温かい善意をありがとうございました。 

■曽木保育園に　曽木町曽水会様＝Ｄ
ＶＤデッキ　2　基、ＤＶＤソフト、ブロッ
ク（計　5　万円相当） 
■社会福祉向上のために　　駄知中学
校生徒会様＝金11,789円　　加藤裕彬
様（肥田町）＝金10万円 

市では、下記の通り成人式典を開催
します。対象となる方には、12月初旬
に案内状を発送していますが、案内状
のない方でも、当日受け付けできます。 
◆日時　　1　月12日（月・祝）午前10時30
分～（受け付け＝午前10時～） 
◆場所　文化プラザ・サンホール 
◆対象　昭和63年　4　月　2　日～平成元年
　4　月　1　日生まれの方 
詳しくは、生涯学習課へどうぞ。 
 
 
 
 

●一般競争入札（期間入札） 

◆物件（土地）　駄知町字西山1801番　6　
ほか　4　件 
◆入札受付期間　　1　月28日（水）～　2　月
　3　日（火）午後　5　時必着 
◆開札日　　2　月19日（木） 
●先着順売り払い 

◆物件（土地）　駄知町字五反2437番11
ほか　3　件 
◆受付期限　　3　月　2　日（月） 
申し込みなど詳しくは、東海財務局

岐阜財務事務所（　058-247-4252）へ。 
 
 
 
 

◆日時　　2　月　1　日（日）午後　2　時～　4　時 
◆場所　じゅうろくプラザ（岐阜市橋
本町1-10-11） 
◆対象　一般の方、医療関係者など 
◆定員　600人（先着順） 
◆演題　「糖尿病の予防と克服の道 
～自己の身の丈にあった～」 
◆座長　武田純氏（岐阜大学病院糖尿
病代謝内科教授） 
◆講師　堀田饒氏（独立行政法人労働 
者健康福祉機構中部ろうさい病院院長） 
◆参加費　無料 
詳しくは、（社）日本糖尿病協会岐
阜県支部事務局（　058-230-6378）ま
たは県保健医療課（内線2539）へ。 



あすなろ家庭通信学級では、下記の
通り「あすなろ冬季スクーリング」を
行います。子育て奮闘中の方や子育て
に悩みをお持ちの方、講師を囲んで悩
みを解決しましょう。 
◆日時　　2　月13日（金）午前10時～正午 
（受け付け＝午前　9　時30分～） 
◆場所　土岐津公民館 
◆講師　伊東信彦氏（中京短期大学教
授）、林鎭代氏（同教授）、布施佐代子
氏（同准教授） 
◆参加費　無料 
◆申し込み　　1　月30日（金）までに、生
涯学習課ヘお申し込みください。 
★当日、参加者のお子さんの世話をす
る託児ボランティアがあります。 
詳しくは、生涯学習課へどうぞ。 
 
 
 
 
（社）土岐青年会議所では、（社）日
本青年会議所東海地区協議会が主催す
るＪＣ青年の船「とうかい号」の参加
者を募集します。 
東海地区から約420人が海上研修船

「とうかい号」に乗船し、団体生活や
研修を通じて社会人としての規律や思
いやりの心を学びます。 
◆募集人員　　3　人以上 
◆資格　20～35歳の健康状態が良好で、
活動に関心をお持ちの方 
◆日程　　6　月14日（日）～21日（日）の
　8　日間 
◆寄港先　台湾 
◆参加費　22万円 
◆　1　次締め切り　　1　月31日（土） 
詳しくは、（社）土岐青年会議所・
澤田さん（　090-7916-7463）へどうぞ。 

◆日時　　2　月　4　日（水）～　6　日（金）午
前　9　時30分～午後　5　時（受け付け＝午
前　9　時～） 
◆場所　多治見美濃焼卸センター 
◆定員　100人（先着順） 
◆受講料　13,310円（テキスト代含む。
会員は、テキスト代のうち500円を補
助） 
◆締め切り　　1　月28日（水） 
申し込みなど詳しくは、東濃産業労
働協会へどうぞ。 
 
 
 
 
 
 
◆日時　　2　月13日（金）午前10時～午後
　4　時 
◆場所　文化プラザ 
◆対象　18歳以上の方 
◆定員　　6　人（先着順）※事前に予約
が必要 
◆内容　療育手帳の新規申請・更新 
◆主催　岐阜県知的障害者更生相談所 
申し込みなど詳しくは、福祉課へど
うぞ。 
 
 
 
 
県内で適用される、産業別の最低賃
金が下記の通りに改正されました。 
◆産業別最低賃金（時間額）　　電子
部品・デバイス・電子回路、電気機械
器具、情報通信機械器具製造業＝767
円（　9　円引き上げ）　　自動車・同附
属品製造業＝807円（11円引き上げ）
　航空機・同附属品製造業＝857円
（　8　円引き上げ）　　陶磁器・同関連
製品、耐火物製造業＝714円（据え置
き）　　紡績業＝700円（据え置き） 
※効力発生日は、いずれも平成20年12
月17日です。 
詳しくは、岐阜労働局賃金室へ。 

特定公共賃貸住宅とは、中堅所得の
ファミリー向けに、市が直接供給して
いる賃貸住宅のことです。住宅内の段
差解消や浴室の手すり設置など、どん
な世代も快適安心に暮せるよう設計さ
れていることや、収入に応じて家賃負
担が軽減される家賃減額補助制度も魅
力です。 
◆所在地　土岐津町土岐口2257-36 
◆募集期間　随時 
◆入居資格　　現に同居し、または同
居しようとする親族があること　　申
込者および同居しようとする親族が暴
力団員（「暴力団員による不当な行為
の防止等に関する法律」第　2　条第　6　号
に規定する暴力団員）でないこと　
　入居者全員の所得（控除後）の合計
が原則月額20万円以上60万　1　千円以下
の方（平成21年　3　月31日までに入居さ
れる方） 
◆その他　　敷金＝家賃の　3　カ月　
　共益費＝　1　カ月　1　千円　　駐車場使
用料＝　1　カ月1,575円（　1　世帯　1　台限
り）　　入居者負担額＝家賃減額補助
による軽減によって実際に入居者が支
払う金額　　連帯保証人が　2　人必要 
詳しくは、市ホームページもしくは

都市計画課へどうぞ。 




